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宮城県生協連第45回通常総会で新任のあいさつ
をする宮本弘会長理事と、大越健治副会長理事（右
から2人目）峰田優一副会長理事（右から1人目）
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≪第 45 回通常総会終了のご報告と 2014 年度体制のご案内≫ 

 

2014 年 6 月 18 日（水）に開催しました当連合会の第 45 回通常総会は、おかげさまをもちま

してすべての議案を満場一致で採択し、無事終了することができました。今後も、会員生協間の

連帯を強め、組合員の信頼に応えるように取り組んでまいる所存でございます。 

  なお、2014年度体制を下記のとおりとしました。今後とも、一層のご指導・ご鞭撻を賜ります

ようお願い申し上げます。 

                               

【2014年度体制】 

顧問 外尾  健一 宮城県生協連元会長理事、みやぎ生協顧問 

顧問 芳賀  唯史 宮城県生協連元会長理事、日本生協連前専務理事 

顧問   【新任】 齋藤  昭子 宮城県生協連前会長理事、みやぎ生協前理事長 

会長理事・代表理事

【新任】 
宮 本  弘 みやぎ生協理事長 

副会長理事【新任】 大越  健治 みやぎ生協専務理事 

副会長理事【新任】 峰田  優一 東北大学生協専務理事 

専務理事・代表理事 野崎  和夫 宮城県生協連専務理事（員外） 

常務理事 加藤  房子 宮城県生協連常務理事（員外） 

常務理事 鈴木  由美 宮城県生協連常務理事（員外） 

理事 青井  克夫 松島医療生協専務理事 

理事 佐々木 陽悦 宮城県高齢者生協副理事長 

理事   佐藤 由紀子 弁護士（員外） 

理事 多々良  哲 生協あいコープみやぎ専務理事 

理事    【新任】 戸田  俊浩 大学生協東北事業連合専務理事 

理事    【新任】 畑山  耕造 宮城労働者共済生協専務理事 

理事    細畑  敬子 東北学院大生協専務理事 

理事 鷲 尾  衛 みやぎ仙南農協常務理事 

理事    【新任】 渡辺  淳子 みやぎ生協地域代表理事 

監事 板垣 乙未生 東北大学名誉教授（員外） 

監事      【新任】 伊 藤  大 宮城学院生協専務理事 

監事     【新任】 小山  茂樹 みやぎ県南医療生協専務理事 

 

齋藤昭子会長理事、佐藤和之副会長理事、阿部田克美理事、沼倉優子理事、三浦貴司理事、 

吉島孝理事、佐久間哲英監事、佐藤洋志監事、西條典雄顧問は、今総会をもって退任いた 

しました。 

この間のご厚誼に感謝いたします。 



「協同組合は、共同で所有

し民主的に管理する事業体を

通じ、共通の経済的・社会的・

文化的なニーズと願いを満た

すために自発的に手を結んだ

人々の自治的な組織である。」 

（定義） 

「協同組合は、自助、自己

責任、民主主義、平等、公正、

そして連帯の価値を基礎とす

る。それぞれの創設者の伝統

を受け継ぎ、協同組合の組合

員は、正直、公開、社会的責

任、そして他人への配慮とい

う倫理的価値を信条とする。」 

（価値） 

 

 

 

 

 

会長理事新任のごあいさつ 

  

 

宮城県生協連会長理事    宮本  弘  

          （みやぎ生活協同組合 代表理事理事長） 

          

 

  

6月18日（水）より宮城県生協

連会長理事を務めることとなり

ました、みやぎ生協代表理事理

事長の宮本 弘（ひろむ）でござ

います。 

 

東日本大震災から3年4ヶ月が

経過しました。震災直後から宮

城県内の生協は被災者支援、復

興支援を様々な形で幅広く継続

的に進めてまいりました。しか

し、住宅の再建や生業の復活は

まだまだ道半ばです。 

あらためて、復興への支援を全

国の生協の仲間や県内の各団体

と協力して、復興終了まで継続

することを決意いたします。 

これは、1995年のICA世界大

会で採択された「協同組合のア

イデンテｲテｲに関する ICA声

明」の中でうたわれている協同

組合の「定義」と「価値」です。 

生協の事業、運動を進めるにあ

たって、私が常に大事にし、生

協で働く職員の皆さんにも伝え

ているものです。 

 

今私たちは、くらしを直撃する

消費税率の引き上げ、日本の農

業を破壊するTPP、平和を脅か

す憲法9条をめぐる問題、人間と

共存できない原発、貧困格差の

拡大、少子高齢化など極めて困

難な問題に直面しております。 

こうした時代だからこそ、

1844年にイギリスのロッジデー

ルで誕生した協同組合が今こそ

重要な役割を発揮しなければな

らないと思います。 

 

宮城県は、7割を超える世帯が

加入する日本一の生協加入率の

県であり、食料品の販売額シェ

アも全国トップレベルです。こ

れには、地域生協・大学生協・

医療生協・農協・全労済など、

様々な協同組合が加盟している

宮城県生協連の果たして来た役

割は大変貴重でしたし、今後も

ますます重要です。 

微力ではありますが、協同組合

運動を宮城県の地域で大きく広

げ、平和で人間らしいくらしの

創造に向け、全力で努力してま

いりますので、今後とも、ぜひ

皆様方のご協力をお願いいたし

ます。 

 
  

県連役員エッセイ 



 

 

 

● 宮城県生協連第 44 回総会（2013 年度）第７回理事会報告 

 

第７回理事会は、5 月 20 日

（火）午後 1 時 30 分より、フォ

レスト仙台５階 501 会議室にお

いて開催され、理事 12 人、監事

2 人が参加しました。 

議長に齋藤昭子会長理事を選

任し、議事に入りました。 

 

【議決事項】 

第 45 回通常総会議案書決定

の件について、野崎和夫専務理

事より提案があり、全員異議な

く議決承認しました。 

【専決事項の報告】 

2013 年度冬灯油価格・2014

年度夏灯油暫定価格決定の件

について、野崎和夫専務理事よ

り報告があり、了承しました。 

【報告事項】 

1. 「被災者生活再建支援制度の抜

本的拡充を求める署名」の取り

組みについて、野崎和夫専務理

事より報告があり、了承しまし

た。 

2. 2013 年度第 2 回監事会報告お

び監査報告書について、板垣乙

未生監事会議長より報告があ

り、了承しました。   

3. 県副知事懇談会開催、TPP から

食とくらし・いのちを守る宮城

ネットワーク活動、NPO 法人

消費者市民ネットとうほく活

動、集団的自衛権行使容認に反

対する会長理事声明について、

野崎和夫専務理事より報告が

あり、了承しました。  

4. 2014 年度県連組合員集会第

1 回実行委員会、「くらしの

ひろば 2013 年」記者発表、

消費税率引き上げをやめさ

せる活動、宮城県「消費者

教育推進計画」策定に係る

要望書提出、消費者行政の

充実強化をすすめる懇談会

みやぎの活動について、加

藤房子常務理事より報告が

あり、了承しました。 

【文書報告事項】  

県連活動報告、諸団体との

共同活動報告、行政・議会関

連報告、各種委員推薦・後援

依頼・広告協賛等について、

文書により報告があり、了承

しました。 

 

● 宮城県生協連第 45 回総会（2014 年度）第 1回理事会報告 

 

第 1 回理事会は、6 月 18 日

（水）午後 12 時からフォレスト

仙台 2 階において開催され、理

事 14 人、監事 3 人が参加しまし

た。 

理事会は議長に宮本弘会長理

事を選任し、議事に入りました。 

 

 【議決事項】 

1. 会長理事、副会長理事、専務

理事、常務理事の互選につい

て、野崎和夫理事より提案が

あり、会長理事に宮本弘、副

会長理事に大越健治、峰田優

一、専務理事に野崎和夫、常  

務理事に加藤房子、鈴木由美

を互選しました。 

2. 代表理事の選定、副会長理事

の職務代行順位、常務理事の

職務代行順位、顧問の選任、

役員報酬額、会員別会費額に

ついて、野崎和夫専務理事か

ら提案があり、承認可決しま

した。 

【協議事項】 

集団的自衛権行使容認閣議

決定に関する意見表明の件に

ついて野崎和夫専務理事より

提案があり協議しました。 

【専務理事専決事項の報告】 

政党懇談会開催計画、組合員

集会準備状況、日本生協連北海

道・東北地連関係委員の推薦に

ついて、野崎和夫専務理事より

報告があり、了承しました。 

 

 

 

 

 

 

 
  

宮城県生協連の活動 



若生正博副知事との懇談の様子 

 

 

 

● 「若生正博宮城県副知事と県生協連役職員との懇談会」開催報告 

 

5 月 8 日（木）江陽グランドホ

テル 4 階真珠の間において、若

生正博宮城県副知事と、宮城県

生協連会員役職員20人との懇談

会を開催しました。 

はじめに、宮城県生協連の齋

藤昭子会長理事と若生正博副知

事より、あいさつがありました。  

その後、宮城県生協連および

会員生協から活動報告がありま

した。みやぎ生協の宮本弘専務

理事から、震災からの復興に向

けてのみやぎ生協の役割、ボラ

ンティアセンターの活動、「食

のみやぎ復興ネットワーク」の

取り組みについての紹介があり

ました。続いて、みやぎ県南医

療生協の佐久間哲英専務理事か

ら、県南地区における放射線被

ばくの不安にこたえる取り組み

について報告がありました。東

北大学生協学生理事の西村明絋

さんからは、被災

した東北大生の

学業継続のため

の支援活動、東北

大学との「災害時

における相互協

力に関する協定」

締結、震災を風化

させず次の激甚

災害に備える取

り組みについての

報告がありました。県生協連の

加藤房子常務理事からは、「放

射性物質の食品に関する安全性

についてのリスクコミュニケー

ション」を消費者団体の主催で

実施したこと、被災者生活再建

支援制度の拡充を求める取り組

み、灯油価格高騰に対する生活

困窮者に向けた支援の要望につ

いて報告しました。 

参加者からは、地域コミュニ

ティーの大切さ、原発に依存し

ないエネルギーのあり方、宮城

県の「遺伝子組み換え作物の栽

培に関する指針」、仮設住民との

懇談会で出されたことについて

など、意見が出されました。 

若生副知事からは、県の考え

方について詳しくお話しがあり、

交流を深めることができました。

 

● 「2013 年度県生協連灯油モニターまとめの会」開催報告 

 

5 月 16 日（金）フォレスト仙

台 4 階 4A 会議室において、

「2013 年度県生協連灯油モニ

ターまとめの会」を開催し、灯

油モニター35 人（登録 60 人）

が参加しました。 

宮城県生協連 2013 年度冬灯

油の取り組み内容について、県

生協連の加藤房子常務理事から

報告がありました。 

続いて、2013 年度の灯油情勢

や灯油価格の動向などについて、

みやぎ生協の木村孝統括から、

説明がありました。 

その後、意見交流を行い参加

者全員から、灯油価格調査活動

の振り返りとしての意見・感想

を出していただきました。 

次年度への課題として、「灯油

モニター」の意義・目的・役割

について、きちんと認知・認識

してもらえるようにすること、

生協灯油のおすすめポイントや、

お得な点を分かりやすくして利

用者をさらに増やすこと、価格

調査について初めての方でも理

解できるような資料を作成する

ことなどを確認しました。 

 

 

宮城県生協連の活動 



《対応者》 
三浦義博課長、高橋倫太郎課長補佐 
（消費者行政班長） 
堤郁子課長補佐（相談啓発班長） 
《参加者》 
齋藤昭子会長理事、加藤房子常務理事
（県連） 
千葉博恵理事、赤松浩幸課長、大友千佳
子消費者行政担当事務局 
（みやぎ生協） 

要望書を手渡す千葉博恵さん（左） 

 

 

 

● 宮城県「消費者教育推進計画」策定に係る要請行動報告 

 

5 月 23 日（金）宮城県環境生

活部の会議室において、宮城県

の「消費者教育推進計画」策定

に係る要望書を、みやぎ生協の

千葉博恵理事が読み上げ、宮城

県環境生活部消費生活・文化課

の三浦義博課長に提出しました。

（後掲） 

その後、県の考え方について

報告があり、意見交換を行いま

した。参加者からは、「『契約』

についての情報は、年代によっ

て変えて発信するのがいいので

はないか」「策定する計画の内

容は、宮城県の特徴を網羅した

ものにしてほしい」などの意見

が出されました。 

 

● 集団的自衛権行使を容認する閣議決定に関し、反対する意見表明を行いました 

 

7 月 1 日（火）安倍内閣は、「憲

法 9 条のもとで、海外での武力

行使は許されない」という従来

の政府見解を 180 度転換し、集

団的自衛権の行使を容認する閣

議決定を行いました。 

このことに強く反対し、撤回

を求める意見を、7 月 2 日（水）

に会長理事名で、内閣総理大臣

および公明党代表あてに文書で

送付しました。（後掲） 

集団的自衛権の行使を容認す

ることは、日本が攻撃されてい

ないにもかかわらず他国へ武力

行使を行うことととなり、たと

え限定的なものであったとして

も、これまでの戦争をしない平

和国家をめざした日本国憲法お

よび、国の在り方を根本から変

えるものです。 

このような憲法の基本的な原

理に関する変更を、国民的な議

論を尽くさないまま閣議決定と

いう内閣の判断による憲法解釈

の変更というかたちですすめよ

うとしていることは、立憲主義

に反し到底許されない行為です。 

 生活協同組合は、過去の戦争

体験から「平和とよりよき生活

のために」をスローガンに掲げ、

組合員が安心して暮らし続けら

れる平和で持続可能な社会を目

指してきました。憲法９条をは

じめとした平和憲法の理念を守

るべきと考えています。 

また、集団的自衛権行使に関

する協議にあわせて、5 月 23 日

付「平和憲法の基本理念に反す

る集団的自衛権の行使容認に強

く反対します」、6 月 18 日付「集

団的自衛権行使容認の閣議決定

を行うことに強く反対します」

の意見を表明しました。 

（後掲） 
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も
参
加
し
ま
し
た
。 

宮城県生協連の活動 



 
 

 

 

● 「宮城県生協連第 45 回通常総会」開催報告 

 

6 月 18 日（水）10 時 30 分よ

り、フォレストホールにおいて、

「第 45 回通常総会」を、代議員

49 人（実出席 40 人・書面出席 9

人）、オブザーバー2 人の参加で

開催しました。 

細畑敬子理事により成立が宣

言され、議長に小澤義春代議員

が推薦、選出されました。 

はじめに齋藤昭子会長理事か

らあいさつがありました。ご来

賓の宮城県森林組合連合会代表

理事専務の浅野浩一郎さん、日

本生協連北海道・東北地連事務

局長の山崎若水さんから、ごあ

いさつをいただきました。 

第 45 回通常総会に提出され

た議案は、第 1 号議案：2013 年

度事業報告承認の件、第 2 号議

案：2013 年度決算関係書類等承

認の件、第 3 号議案：定款の一

部変更の件、第 4 号議案：役員

選任の件、第 5 号議案：2014 年

度理事報酬・監事報酬決定の件、

第 6 号議案：2014 年度事業計画

及び予算決定の件、第７号議

案：議案決議効力発生の件であ

り、一括して野崎和夫専務理事

から提案されました。 

７会員生協 8 人から議案に関

連して発言がありました。みや

ぎ生協の高橋朋子代議員から

「被災者支援活動と被災者再建

支援制度拡充について」、生協あ

いコープみやぎの須藤和恵代議

員から「冬の節電アクションと

やっぺしリンゴの取り組み報

告」、みやぎ県南医療生協の渡辺

みち子代議員から「医療生協だ

からできる健康づくり」、東北大

学生協の高田裕哉代議員から

「震災復興・再生に向けた取り

組みについて」、大学生協みやぎ

インターカレッジコープ青柳範

明代議員から「東日本大震災か

らの復興・再生の取り組み報告」

宮城労働者共済生協の及川光行

代議員から「東日本大震災から

の復興支援の取り組み報告」宮

城県高齢者生協の長尾智美代議

員から「原発再稼働反対と震災

体験と復興を語り伝えるつど

い」、みやぎ生協の大友恵理子代

議員から「NPT 再検討会議に向

けてのみやぎ生協の取り組み」

について発言がありました。そ

の後採決に入り、提案された全

議案が満場一致で可決されまし

た。 

みやぎ生協の鳥田加奈枝代議

員より総会決議「地域とくらし

の再生を、協同の力で加速させ

ましょう」が提案され、満場の

拍手で採択されました。（後掲） 

休憩を挟み第 1 回理事会が開

催され、2014 年度の役員体制を

互選でおこなったことが宮本弘

新会長理事から報告されました。

その後退任する理事を代表して

1992 年より 22 年間、理事・専

務理事・会長理事を務めた齋藤

昭子さんからあいさつがありま

した。 

閉会宣言を大越健治副会長理

事が行い、終了しました。 

①ご来賓の浅野浩一郎様（左） 山崎若水様（右） 
②議案提案する野崎和夫専務理事 
③採決の様子 
④退任理事を代表してあいさつする齋藤昭子前会長理事 

① ② 

③ ④ 

宮城県生協連の活動 



 

 

 

 

● 被災者生活再建支援制度の抜本的拡充を求める署名の取り組みをはじめました 

 

宮城県生協連は、東北６県の

生協連とともに、「被災者生活

再建支援制度の抜本的拡充を求

める署名」活動を 6 月より始め

ました。（署名用紙は後掲） 

 40 万人以上が被害を受けた

東日本大震災から 4年目となり

ますが、いまだに 26 万人が仮

設住宅で不自由な生活を強いら

れています。2014 年度から災害

公営住宅への入居や、宅地の整

備、住宅再建がようやく進もう

としています。 

住宅の自力再建を公的に支援

することは、地域づくりに大き

く貢献し、復興の成否にかかわ

る公共性がある施策です。東北

地区の 6 県生協連では「被災者

生活再建支援法」の拡充を含め

た東日本大震災被災者の実情に

あった被災者支援制度の拡充を

国に求めていくことが、被災者

の生活再建にとって必要と考え、

この運動に取り組むこととなり

ました。 

 「被災者生活再建支援法」は、

1998 年に制定され、住民の要望

と運動により 2 回見直し、拡充

されてきました。2011 年にも見

直す予定でしたが東日本大震災

が起こり、検討されたものの見

直しには至っていません。被災

者の一日でも早い生活再建が実

現できるよう同法の拡充のため

の国会議論を復活させ、支援制

度の充実を求めるものです。 

東北 6 県の生協連が、協同し

て取り組みます。宮城県では被

災者の方々や県内の協同組合、

復旧復興支援みやぎ県民センタ

ーをはじめ広範な団体・個人の

みなさんに協力をよびかけ、宮

城県内で 20 万筆、全国で 100

万筆を目標に取り組みます。 

署名の取り組み期間は、本年

11 月 30 日までを予定していま

す。 

 

7 月 1 日（火）宮城県生協連

は、被災者の方々とともに「被

災者生活再建支援制度の抜本的

拡充を求める署名」活動を開始

することについての記者発表を

行いました。 

はじめに、野崎和夫県連専務

理事が、署名活動の趣旨につい

て説明しました。続いて、県内

仮設住宅入居者の飯塚正広さん

（あすと長町仮設住宅）、佐藤修

一さん（仙台港背後地 6 号公園

仮設住宅）、山本靖一さん（東通

仮設住宅）の 3 人から、仮設住

宅の実態と生活及び住宅再建支

援の拡充の必要性について話が

ありました。また、東日本大震

災復旧復興支援みやぎ県民セン

ターの小川静冶事務局次長から、

宮城県と岩手県の独自支援制度

の差について報告がありました。

阪神淡路大震災を契機にしてつ

くられた被災者生活再建支援制

度について、今回の東日本大震

災の被災者の実態にあわせた制

度としていくための運動である

ことを訴えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署名用紙は、宮城県生協連 HP にアップしていますので、ダウンロードして入手することも可能です。 

また、ご記入いただいた署名用紙は、生協各店舗サービスカウンター・共同購入配達担当者でも受け付けておりま

す。ご協力お願いいたします。 

宮城県生協連ホームページ      http://www.kenren.miyagi.coop/ 

 

 

署名活動に関する記者発表で説明する 

野崎和夫専務理事（右から１人目） 

宮城県生協連の活動 



（写真①） 
みやぎ生協八幡町店（カゴメ：めぐみ野メカブ涼麺） 

（写真②） 
みやぎ生協桜ヶ丘店（桃屋：めぐみ野しらすごはん） 

 

① 

② 

参加団体（五十音順、敬称略） 

アサヒ飲料・味の素・あらた・伊藤忠食品・伊
藤ハムデイリー・井村屋・内池醸造・エスビー
食品・越後製菓・オタフクソース・カゴメ・加
藤産業・カバヤ食品・キッコーマン飲料・キッ
コーマン食品株式会社・キユーピー・協同乳業・
相模屋食料・サンエイ海苔・三幸製菓・サンヨ
ー食品販売株式会社・Ｊ－オイルミルズ・Ｊ－
ＮＥＴ・昭和産業・髙砂長寿味噌本舗・高山・
デイリーフーズ・東北国分・東洋水産・ナシオ・
ニチレイフーズ・日本水産・ネスレ日本・はご
ろもフーズ・Ｐａｌｔａｃ・不二家・ブルドッ
クソース（株）・丸大食品・丸大堀内・三井農林・
Ｍｉｚｋａｎ・三菱食品・明星食品・桃屋・森
永製菓・森永製菓東北冷菓支店・ヤマカノ醸造・
山星屋・ＵＣＣ上島珈琲・ロッテアイス  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

● ボランティアセンターの取り組みを継続し、ボラセンニュースは Vol.100 を迎えました

  

みやぎ生協では、震災直後の

2011年 5月にボランティアセン

ターを立ち上げて以降、被災さ

れた方々に寄り添う様々なボラ

ンティア活動に取り組んできま

した。これまでの全活動回数は

2,035 回、ボランティアのべ人数

16,273 人、参加のべ人数 77,074

人と、大きな活動になっていま

す。（2014 年 6 月 20 日現在） 

「みやぎ生協ボラセンニュー

ス」は、主な活動である「ふれ

あい喫茶」の様子を中心に、活

動の様子や活動参加者の募集、

被災地の現状と変化する課題な

どを、メンバーや全国の生協な

どに向けて発信し、2014 年 4 月

末に Vol.100 を迎えました。 

生活再建がなかなか進まない

中、県外、特に西日本などでは、

震災に関する報道は減少し、現

状が伝わりにくくなっているこ

とから、ボラセンニュースを通

じて被災地の現状を伝えると共

に、これからも被災された方々

に寄り添う活動を継続していき

ます。（生活文化部 山田尚子） 

 

● 食のみやぎ復興ネットワーク『みやぎを元気にするふるまい企画』を各店舗で実施 

 

県民防災の日を前に、6 月 7

日（土）と 10 日（火）に「みや

ぎを元気にするふるまい企画」

を実施しました。それぞれの団

体が持つ商品やノウハウを使っ

て、被災地で頑張る方々を励ま

しました。ネットワークに参加

する 50 団体が 44 企画を持ち寄

り、みやぎ生協 40 店舗、コープ

ふくしま 2 店舗で開催しました。

東日本大震災 復旧・復興のとりくみ  

 

みやぎ生協  

 

（店舗商品本部･食のみやぎ復興ネットワーク事務局 藤田孝） 
 

↑ボラセンニュース Vol.１００記念
号 

活動の様子やボランティア募集など、
情報満載のボラセンニュースは、HP
に掲載しています。 
みやぎ生協「復旧・復興をめざして」 
URL ：
http://www.miyagi.coop/support/shien/ 

←松川仮設住宅でのお茶会の様子 

 



宮城県への申し入れの様子 

綱島不二雄代表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

● 宮城県へ女川原発安全性検討委員会の設置を申し入れ！ 

   

昨年末、（株）東北電力は女川

原発 2号機の再稼働へ向けた安

全審査を、原子力規制委員会に

申請しました。しかし、女川原

発は東日本大震災で被災した原

発であり、福島第一原発と同じ

沸騰水マークⅠ型である等、女

川原発に固有の安全上の問題点

が多数あります。原子力規制委

員会とは別に、宮城県独自の検

討委員会を作りダブルチェック

することが求められます。宮城

県知事は、女川原発再稼働への

同意権を持っていますから、尚

更です。 

原発に慎重・批判的な立場の

専門家も含めて委員に加え、委

員同士が活発な議論を交わし、

独立して意思決定できる。すべ

ての議論が公開され、県民が議

論に参加できる。そのようなフ

ェアでオープンな委員会が、宮

城県にあってこそ、女川原発の

安全性が十分に検討でき、県民

の命と財産が守れるものと考え

ます。 

 6 月 9 日（月）宮城県生協連、

あいコープと市民団体は共同し

て、宮城県に対して以上のよう

な趣旨の申し入れを行いました。

（申入書後掲） 

今後も、私たち宮城県民一人

一人が、女川原発の「地元民」

として再稼働問題を考え行動し

ていきましょう。 

（専務理事 多々良哲）

 

東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター 

● 「設立 3 周年総会」開催報告 

 

6 月 21 日（土）仙台弁護士会

館において、東日本大震災復

旧・復興支援みやぎ県民センタ

ーの「設立 3 周年総会」が、60

人の参加で開催されました。 

はじめに、綱島不二雄代表が

復旧復興の 3 年間で明らかにな

った村井県政がすすめる「創造

的復興」の中身を中心に基調報

告しました。多重災害と創造的

復興の矛盾、私たちのこの 1 年

の活動報告、住民と力を合わせ

て希望に向けてより大きな運動

に広げようなど、４点について

報告がありました。続いて、事

務局長の菊地修弁護士から、こ

の 1 年取り組んだ 11 の主な課

題の概略、成果と到達点、更な

る発展のために向けて報告があ

りました。 

11 のプロジェクトの中から

重点の取り組みや、参加者 11

人からそれぞれ現状の問題点や

課題、取り組みが報告されまし

た。 

宮城県生協連から、「被災者

生活再建支援法」の署名活動を

進めるために、内容説明と取り

組みの進め方について報告しま

した。署名行動に多くの方が参

加していただけるよう、県民セ

ンターと力を合わせながら進め

ること。東北 6 県を中心に、全

国の生協や友誼団体にも協力を

呼びかけ、取り組みが始まった

ことなど報告しました。 

（宮城県生協連事務局  

赤松浩幸） 

東日本大震災 復旧・復興のとりくみ  

 

生協あいコープみやぎ  

 



退
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の
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を
す
る 

齋
藤
昭
子
前
理
事
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2014 年度の体制は以下のとおりです。 

◆理事長  

出江紳一（医工学研究科長）代表理事 

◆副理事長  

冬木勝仁（農学研究科准教授） 

◆専務理事 

峰田優一（生協職員）代表理事 

◆常務理事  

諏訪哲男（生協職員）業務執行理事  

 

総
代
証
を
掲
げ
る 

総
代
の
皆
さ
ん 

  

  

 

● 「第 33 回通常総代会」開催報告

6 月 11 日（水）仙台市のイズ

ミティ 21 において、みやぎ生協

の「第 33 回通常総代会」が開催

されました。 

ご来賓として村井嘉浩宮城県

知事など 3 人にお越し頂き、総

代定数 1,100 のうち、1,073 人

（代理、委任含む）の総代が出

席、提案した 10 議案はいずれも

可決承認されました。審議にあ

たり 8 人の総代から、様々な活

動について発言いただきました。 

みやぎ生協は、2014 年 2 月

12 日～25 日、地区別総代メンバ

ー会議を県内 39 ヵ所で開催し、

954 人の総代・メンバーが参加

し、2013 年度事業報告や決算報

告、2014 年度事業計画案につい

て討議しました。5 月 22 日～5

月 30 日には、地区別総代会議と

学校部部会運営委員会を、県内

44ヵ所で959人の総代が参加し、

総代会議案について討議しまし

た。会議で出された重要な質問

や意見は、回答集を作成し、総

代会当日に配布しました。 

今総代会では、役員の改選も

行われ、齋藤昭子理事長が退任

し、その後開かれた理事会にお

いて、新理事長に宮本弘専務理

事が、新専務理事には大越健治

専務理事補佐が就任し、新たな

執行体制がスタートしました。 

（機関運営課課長 稲葉勝美） 

 

 

 

● 「2014 年度通常総代会」開催報告 

 

「2014 年度通常総代会」が、

5 月 27 日（火）に開催されまし

た。2000 年以降では、初めて総

代選出 100％（260 人）を実現

し、多くの総代の出席のもと、

すべての議案が賛成多数で可決

されました。 

2014 年度の東北大生協のテ

ーマは、「組合員参加」と「震災

復興」の 2 つです。総代会では、

この 2 つのテーマに対して発言

を頂きました。総代の発言のい

ずれもが建設的な意見であり、

運営者の立場からの提案型の発

言が多くみられました。なかで

も学部 1 年生総代の発言には、

クラスの代表であるという自覚

のもと、クラスの仲間に対する

責任や役割を積極的に果たそう

という意識が強く見られました。

また、東北大生協のミッショ

ン・ビジョンを再定義し、本総

代会で確認いただきました。 

2014年度理事会では、協同組

合の価値に共感し、仲間同志の

たすけあいの活動に参加する組

合員を増やすことを通して、東

北大学と相互に協力しながら、

震災からの復興・再生を果たし

ていきます。 

（専務理事 峰田優一）

会員生協だより 

 

みやぎ生協  

 

東北大学生協  

 

みやぎ生協  

 



ゲームで交流 

さくらんぼ狩りを楽しむ学生た
ち 

（専務理事 畑山耕造） 

 

1．商品改定を契機とした利用

拡大の取り組み 

３．「見える化」の取り組みとマネジメントサイクル

の確立 

２．チャネル推進の再構築に

よる連携・取り組みの強化 

５．東日本大震災被災県とし

て継続した被災者対応と 

防災・減災の取り組み 

 

４．業務改善による業務基

盤の確立・効率化とコン

プライアンスの強化 

 

2014 年度 重点活動課題(案） 

 

  

  

 

● 大好評！「さくらんぼツアー」

6 月 22 日（日）に、大学生協

みやぎインカレ「さくらんぼツ

アー」を開催しました。5 キャン

パス（仙台白百合女子大、東北

生活文化大学、聖和学園短大、

仙台高専広瀬・名取キャンパス）

から 90 人の参加で、無事終える

ことができました。 

このツアーは毎年大好評で、

今年は予約開始 4 日目で満席と

なりました。今年も各キャンパ

スから、12 人の実行委員が選出

されて、事前準備と当日運営を

行いました。 

山形県上山市でのさくらんぼ

狩りは、これまでで一番大きな

粒と甘さでした。 

昼食は山形蔵王のホテルレス

トランで、プレート＋お蕎麦＋

芋煮＋デザートと、山形を満喫

しました。 

食事後は、10 のグループに分

かれて、「人間知恵の輪」「ジェ

スチャーゲーム」など交流企画

を行い、上位 3 位までが表彰さ

れ、大いに盛り上がりました。 

（専務理事 青柳範明） 

 

 

 

● 新年度（2014 年度）の活動をスタート 

 

全労済宮城県本部では、6 月 1

日（日）より 2014 年度のスター

トを切りました。 

 2014 年度は、全労済全体で取

り組んでいく「2014 年度～2017

年度中期経営政策」の初年度と

なり、基本目標として掲げてい

る＜共感＞＜参加＞＜信頼＞を

実現するための「事業構造改革」

「組織改革」「意識改革」の実行

やしくみづくりを行っていきま

す。 

 宮城県本部においては、7 月

30 日（水）に開催する「第 5 回

代表者会議（第 58 回通常総代 

会）」に向けた準備をすすめてお

り、以下の点を 2014 年度の 

 

重点活動課題（案）として現在 

組合員討議を行っています。 

 

会員生協だより 

 

みやぎ生協  

 

宮城労働者共済生協  

 

大学生協みやぎインターカレッジコープ  

 

大学生協みやぎインターカレッジコープ  

 



環境のとりくみ 協同のとりくみ 

参加者による集合写真 

5 月に植えた苗はひざ上までに 

成長していました。 

田植えの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

● みやぎ仙南農協とみやぎ生協メンバーさんとの田植え交流会 

 

JA みやぎ仙南角田市ふるさ

と安心米生産組合協議会は、５

月 18 日（日）角田市枝野地区

の田んぼにおいて、みやぎ生協

メンバーさんとの田植え交流会

を実施しました。 

この取り組みは、生産者と消

費者の「顔とくらしの見える産

直」交流として、当協議会発足

当初から 25 年余り続いていま

す。 

当日は天候にも恵まれ、お子

さんを含め 66 人もの生協メン

バーさんが集まり、約３反歩の

田んぼに２時間かけて１人一列

ずつ、苗を手植えしました。生

協メンバーさんたちは、泥に足

を取られて進めなくなったり、

まっすぐ植えるのが難しいと苦

戦しながらも、終始楽しそうに

作業に取り組んでいました。 

今後、同じ田んぼにて６月に

生き物調査、10 月には稲刈りが

行われ、自分たちで植えた稲が

収穫できるまでの過程が分かる

ことから、「これからの作業も

楽しみ」といった声も聞かれま

した。 

今後も「顔とくらしの見える

産直」を合い言葉に、生協メン

バーさんとの交流を大切にして

いきたいと考えています。 

（みやぎ仙南農業協同組合 

営農経済部部長 小林潤一） 

 

● 角田市枝野地区で田んぼの学校「生き物調査」 

 

6 月 22 日（日）「めぐみ野」

米・田んぼの学校生き物調査を、

角田市枝野地区で開催しました。 

みやぎ生協メンバー親子 80

人が参加し、5 月 18 日にみんな

で植えた田んぼに入り、網です

くいながら調査し、カブトエビ、

カイエビ、ヤゴ、ドジョウ、メ

ダカ、ザリガニなど、たくさん

の生き物がいることを確認しま

した。カブトエビは、ふだん目

にする機会がないので人気があ

り、持ち帰りたい子どもが大勢

いましたが、調査が終わったあ

とは、田んぼに戻しました。 

（みやぎ生協役員室広報担当  

本間賢二） 

  



東北芸工大教授の三浦秀一さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生活文化部 昆野加代子） 

 

 

● 「平成 26 年度ダメだっちゃ温暖化宮城県民会議通常総会」参加報告 

 

6 月 10 日（火）宮城県行政庁

舎 2 階第二入札室において、

「平成 26 年度ダメだっちゃ温

暖化宮城県民会議通常総会」が

開催され、117 団体のうち 68

団体から出席があり、構成団体

として県連から鈴木由美常務理

事が参加しました。 

はじめに、環境生活部佐野好

昭部長のあいさつがあり、その

後議事に入りました。 

報告では、「ダメだっちゃ温暖

化宮城県民会議」の概要及び、

平成 24年度と 25年度の事業実

績について、24 年度は「通常総

会」「県民会議フォーラム」を開

催したが 25 年度は活動実績が

なかったこと、宮城県地球温暖

化対策実行計画（区域施策編）

の策定等については宮城県震災

復興計画の計画期間が 2020 年

度までであることから、これに

併せて、2020 年度の温室効果ガ

スの削減目標排出量は 2010 年

度比（震災が発生する直前の姿

を目指すという意味）で、3.4％

削減とする報告がありました。

これは、震災復興に伴う需要の

増加や原発の稼働停止について、

現時点で増加が見込まれるため、

最大限の対策を講じた場合に削

減可能となる量を分析し、設定

としたとの説明がありました。 

今後の計画実行にあたって、

県内の温室効果ガスの発生源で

は民生家庭部門、民生業務部門

が年々増加傾向にあることから、

この部門の削減を課題にしてい

くことを確認しました。 

 

 

 

● 環境月間企画 学習講演会「今こそ再生可能エネルギー」開催報告 

 

みやぎ生協では、環境月間の

6 月に様々な環境の取り組みを

行なっています。その一環とし

て、これからのエネルギー問題

を考え、再生可能エネルギーの

導入・活用に関しての理解を深

める学習講演会を、6 月 24 日

（火）エル・パーク仙台スタジ

オホールにて開催し、65 人の参

加がありました。 

東北芸術工科大学デザイン工

学部の三浦秀一教授による再生

可能エネルギーの活用について、

諸外国のエネルギー事情の比較

や、東北の再生可能エネルギー

の導入例、森は再生可能な資源

であることなどのお話がありま

した。 

話題提供として、「小さな太

陽光電源パネルでできるこれか

らのライフスタイル」と題して、

ソーラーワールド株式会社の武

内賢二さんに、自分達でも小さ

な太陽光電源パネルを作って活

用できることなどをお話いただ

きました。 

みやぎ生協の風力発電事業の

報告を、環境管理室の大原英範

室長が紹介しました。 

参加者から「とてもわかりや

すく、具体的なお話が聞けてよ

かった」「風力発電事業につい

て詳しく知ることができた」な

どの感想が寄せられ好評でした。 

（生活文化部 昆野加代子） 

 

生協の環境活動は、生協組合員の活動や事業における取り組みを通して、環境負荷の軽減と省エネルギー、省資源、リサイク

ルなどの環境保全型社会づくりに貢献していきます。組合員のライフスタイルの見直し、生産から流通・消費・廃棄までの製

品のライフスタイルの各段階における環境負荷の低減等をすすめます。 

 

 

環境のとりくみ 環境のとりくみ 

みやぎ生協  

 



集会の様子 

アピール行進の様子 

わたくしたちは、「平和とよりよき生活のために」という生協のスローガンに基づく取り組みを行います。唯一の被爆国の国民として、核

兵器廃絶を訴えるとともに、戦争放棄をうたった憲法 9 条を含めた日本国憲法のよさと大事さを学び、話し合い、多くの人々が平和を守

るネットワークへ参加する活動を広げていきます。 

 

 

環境のとりくみ 平和のとりくみ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みやぎ憲法九条の会  

● 「安倍政権に私も言いたい！」宮城県民大集会 

 

「安倍政権に私も言いた

い！」宮城県民大集会が、5 月

25 日（日）仙台西公園お花見広

場で開かれました。参加者は

2,600 人でした。この集会は、

みやぎ憲法の会が呼びかけ、実

行委員会を組織して開催したも

のです。 

第一部のライブは、白石陽光

園のあけぼの小倉太鼓の力強い

リズムで幕を開けました。宮城

のうたごえのみなさん、そして

22 年間も続く歴史あるアイド

ルグループ「制服向上委員会」

が、「ダッ脱原発」「オー・ズサ

ンナ」（「オー・スザンナ」の替

え歌で福島第一原発事故を歌っ

ています）を歌い会場を沸かせ

ました。 

第二部はリレートークで、ゲ

ストトークの澤地久枝さん（九

条の会・作家）は、体調が悪く

来仙いただけませんでしたが、

代わりに話した鹿野文永さん

（元鹿島台町長）は、「東北６県

に首長の九条の会が出来たので、

『東北市町村長九条の会連合』

を結成した。全国に呼びかけた

い」と報告し、大きな拍手を浴

びました。 

その後、11 の分野（教育、TPP、

消費税、特定秘密保護法、新保

育制度、指定廃棄物最終処分場

候補地、王城寺原での米軍参加

の訓練、労働法改悪、医療介護

の改悪、東日本大震災の復興の

遅れ、集団的自衛権）から、報

告があり、3 分間でそれぞれの

取り組みや問題点を明らかにし、

聞きごたえのあるリレートーク

となりました。参加者は「多く

の人が集まった」「内容も良か

った」と話していました。 

アピール行進は、「制服向上委

員会」が先頭になり 1,600 人が

参加。華やかなパレードとなり

ました。 

 

● 集団的自衛権行使容認を許さない！6・23 緊急集会 

 

「集団的自衛権行使容認を

許さない！6・23 緊急集会」

が、6 月 23 日（月）18 時か

ら仙台市民の広場で開かれ、

700 人が参加しました。主催

は、宮城県九条の会連絡会と

みやぎ憲法九条の会です。 

集会では、みやぎ憲法九条

の会の後藤東陽代表があいさ

つ、連絡会運営委員長が集会

の意味を報告、仙台弁護士会

副会長、女性団体から新日本

婦人の会宮城県副会長、労働

界から県労連副議長、市民団

体としてみやぎ生協地域代表

理事の方が発言しました。 

最後に集会アピールを採択

し、解釈改憲に強く抗議し、

集団的自衛権行使容認の閣議

決定を許さないことを確認し

ました。 

集会後、600 人が参加して

アピール行進しました。 

（事務局 佐藤修司） 

 



環境のとりくみ 

消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎは、安心して食生活・消費生活をおくれる環境を求めて、食品の安全行政、消費者行

政の充実強化を目指し、宮城県内の消費者組織の連携をはかり、消費者運動を促進することを目的として活動します。  

【構成団体】  宮城県生活協同組合連合会、NPO 法人仙台・みやぎ消費者支援ネット、宮城県地域婦人団体連絡協議会、宮城県消

費者団体連絡協議会、みやぎ生活協同組合、生活協同組合あいコープみやぎ、公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ﾈｯﾄﾜｰｸ（MELON） 

消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎの活動 
 

 

 

 

 

 

● 「消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎ 2014 年度幹事会」開催報告

5 月 21 日（水）13 時 30 分か

ら、フォレスト仙台 5 階 501 会

議室において、「消費者行政の

充実強化をすすめる懇談会みや

ぎ 2014 年度幹事会」を開催し

構成団体から 13 人が参加しま

した。 

齋藤昭子座長（宮城県生協連

会長理事）の開会あいさつの後、

議事を進行し、第 1 号議案：

2013 年度活動報告の件、第 2

号議案：2014 年度活動計画の件、

第 3 号議案：座長、副座長、事

務局長の任命の件の全議案が承

認されました。 

新座長に野崎和夫県生協連専

務理事、副座長に大越健治みや

ぎ生協専務理事補佐が選任され

ました。事務局体制の変更につ

いて、みやぎ生協の赤松浩幸課

長が加わることの報告がありま

した。 

 

● 「2014 年度第 1回消費者行政部会」開催報告 

 

5 月 21 日（水）14 時から、

フォレスト仙台 5階県連事務所

内の会議室において、「2014 年

度第 1 回消費者行政部会」を開

催し、構成団体から 6 人が参加

しました。 

はじめに、参加者の自己紹介

を行った後、事務局より 2014

年度活動方針・活動計画の説明

があり、「消費者教育推進計画」

などについての学習会を開催す

ること、部会内部で、公共料金

の仕組みの学習として水道料金

をテーマにすること、消費者市

民ネットとうほくの情報を適宜

報告していくことが確認されま

した。 

その後、構成団体からの取り

組み報告を行い、意見交換をし

ました。 

（消費者懇事務局長・ 

消費者行政部会 

担当 加藤房子）

 

● 「2014 年度第 1回食品の安全行政部会」開催報告 

 

5 月 21 日（水）14 時から、

フォレスト仙台 5階 501会議室

において、「第 1 回食品の安全

行政部会」を開催し、構成団体

からオブザーバーを含め 10 人

が参加しました。 

自己紹介のあと、食品の安全

行政部会の 2014 年度活動方

針・活動計画と、仙台市長あて

の「仙台市食の安全・安心推進

条例（案）」の制定を求める要望

書の提出について協議しました。 

報告事項では、平成 26 年度

宮城県食品衛生監視指導計画案

に関する消費者懇の提出意見に

対しての宮城県の対応を確認し、

その後、構成団体の 2013 年度

の取り組み報告や 2014 年度の

実施計画について情報交流をし

て終了しました。 

（食品の安全行政部会担当  

鈴木由美）
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消費者行政の充実強化を 

すすめる懇談会みやぎ 



消費税率引き上げをやめさせるネットワーク宮城の活動 

「消費税率引き上げをやめさせるネットワーク宮城（消費税ネット）」は、消費税率引き上げに反対する一点で集まった、宮城県内の
事業者・消費者の団体・個人のネットワークです。前身は１９７８年（昭和５３年）に、同じように商業者団体、市民・消費者団体など多
数の幅広い団体が集って結成した「一般消費税を止めさせる宮城県民会議」。以来、34 年の運動歴史を持つ団体です。62 団体・164

個人が加入しています。（2013 年 6 月現在） 

 

 

退任のあいさつをする沼倉優子さん 

総会の様子 

『総会記念講演』 

講演の二宮厚美神戸大学名誉教授 

● 「消費税率引き上げをやめさせるネットワーク宮城 第 12 回総会＆記念講演」開催報告 

 

6 月 24 日（火）仙台戦災復興

記念館 5 階会議室において、消

費税率引き上げをやめさせるネ

ットワーク宮城の「第 12 回総

会＆記念講演」が開催され、生

協、消費者団体、日専連、宮商

連などの関係者、事業者、一般

市民など 51人が参加しました。 

黒澤武彦世話人（仙台アパレ

ル小売専門店協会会長）の開会

あいさつの後、沼倉優子代表世

話人（前みやぎ生協副理事長）

が議長に選出され、提案された

第１号議案の平成 25 年度活動

報告・決算承認の件、監査報告、

第２号議案の平成 26 年度活動

方針・収支予算決定の件、第３

号議案の役員選任の件の全議案

が承認されました。消費者と事

業者各々の立場からの意見発表

があり、消費者の立場からみや

ぎ生協の大友恵里子理事が「1

ヵ月の消費税しらべ」について

の発言を行いました。 

続いて、みやぎ生協の緑上浩

子理事から総会アピール（後掲）

の提案があり、採択されました。 

今期で退任される沼倉優子さん

からあいさつがありました。 

 記念講演は、講師に神戸大学

名誉教授の二宮厚美さんをお迎

えし、『消費税アップ!!で、社会

保障は充実するのか？』と題し

て、ご講演いただきました。「消

費税の増税分を社会保障の充実

に充てるというのは真っ赤なウ

ソで、消費税の引き上げで社会

保障は悪化していく。事実、8%

になってから社会保険料（介護

保険料・国民健康保険料）のア

ップ、年金の給付減となってい

る。国は社会保障の考え方を大

きく変え、これまでの憲法 25

条（生存権）が国の責任という

考え方から、「共助としての社

会保障」へ理念転換をした。介

護保険制度では、要支援者向け

訪問介護・通所介護、予防給付

の「保険外し」、要介護度 2 以

下に対する特養ホームからの排

除がある。消費税増税の目的は、

法人税を引き下げるためのもの

で、大企業が税金の低い外国へ

出ていかないようにするためで

す。そして、簡単に国外へ出て

いけない庶民に負担を課すため

のものだ」と強く訴えました。 

 伊藤貞夫代表世話人（宮城県

商工団体連合会会長）が、消費

税ネットの今後の活動のための

カンパを呼びかけ、閉会あいさ

つを行い終了しました。なお、

カンパは、19,240 円が寄せられ

ました。 

（事務局 加藤房子） 
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消費税ネット 



私たちは、いつでも、だれでも安心して暮らせる社会をめざしています。介護が必要な人にとって、体のケアだけではなく、心のケア

も念頭においた利用者本位のケアプランが作成され、安心して介護サービスを受けられることが最も大切です。私たちは、知恵と力を

合わせ、良質な介護サービス提供と健全な事業運営のためにいっそうの研修にはげむとともに情報を共有しネットワークをひろげ、も

って要介護者と介護者の人権擁護（尊重）、地域住民の福祉向上に資することを NPO 法人介護サービス非営利団体ネットワークみや

ぎ（略称：介護ネットみやぎ）の目的とします。 

 

 

ＮＰＯ法人 介護サービス非営利団体ネットワークみやぎの活動 

総会の様子 

『総会記念講演』 

講師の佐久総合病院小松裕和先生 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 ﾌｫﾚｽﾄ仙台 5F  ＴEL 022-276-5202  FAX 022-276-5205   

E ﾒｰﾙ sn.mkaigonet2@todock.jp  ＵＲＬ http://www.kaigonet-miyagi.jp/index.html 

 

NPO 法人 
介護ネットみやぎ 

● 「2014 年度 NPO 法人 介護サービス非営利団体ネットワークみやぎ総会」開催報告 

 

2014 年度総会が、6 月 12 日

（木）13 時 30 分からフォレス

ト仙台第 7 会議室において、正

会員 38 人（本人出席 28 人、書

面議決書 10 人）の参加で開催さ

れました。 

 齋藤境子理事長の開会あいさ

つの後、来賓を代表して宮城県

保健福祉部長寿社会政策課介護

政策専門監成田美子様より、あ

いさつがありました。また、宮

城県社会保障推進協議会会長刈

田啓史郎様より総会へのメッセ

ージをいただきました。 

 議案は、第 1 号議案 2013 年度

事業報告承認の件、第 2 号議案

2013 年度決算報告承認の件、第

3号議案 2014年度事業計画及び

活動予算決定の件、第 4 号議案

役員（理事・監事）選任の件、

第 5 号議案決議効力発生の件の

5 議案について、野崎和夫理事か

ら一括して提案を行いました。

各議案は全議案とも満場一致で

採択承認されました。 

 議案採決に引き続いて、総会

決議が提案され、出席者全員の

拍手で採択されました。（後掲） 

総会に先立ち、記念講演を行

い、地域包括ケアの構築に向け

て『在宅医療連携拠点事業』に

取り組んでいる長野県佐久市の

佐久総合病院在宅医療連携拠点

事業責任者、地域ケア科医長小

松裕和先生をお招きし、「佐久

市における在宅医療連携拠点事

業について～顔の見える多職種

連携を推進・医療と介護の連携

を推進～」と題して、ご講演い

ただきました。 

佐久総合病院が昭和 19 年に

産業組合（現在の農協）の病院

として開院した当時は、近隣地

域の半数近くに無医村があり、

「病院は最後にかかるもの」と

いわれるほど、医療に対する敷

居の高さが見られる状況でした。

この状況に、佐久総合病院は受

診を待つ医療から、地域に出て

診療を行う出張診療の他、衛生

教育等に「演劇」をとり入れま

した。当時、牛馬と一緒の生活

が多かった農民に、衛生教育を

行ったり、地域のお祭りを合同

で開催するなど、「医者は身近

なもの、気軽にかかれるもの」

ということを演劇を通して地域

住民に浸透させていきました。 

また、在宅医療推進にも力を 

入れ、急性期病院と地域事業所

の実情や考え方を理解するため

に、定期的な話し合いの場を設

けました。そこから、顔の見え 

る多職種連携の効率的な方法を

求めることに発展し、地域包括

ケアの構築に繋がりました。 

地域包括ケアの推進は多職種

の連携とともに、地域住民の意

識改革を通して取り組むことの

重要性を教えていただきました。 

 なお総会終了後、「2014 年

度総会第 1 回理事会」を開催し

ました。 

（事務局長 鈴木由美） 

 



消費者市民ネットとうほくは、2014年 3月 3日特定非営利活動法人として成立し、今後は東北には未だない「適格消費者団体」認定を

目指して活動していきます。消費者の皆さんの「安全・安心な生活を送る権利」が守られる社会の実現に向けて活動していきます。 

 

 

ＮＰＯ法人 消費者市民ネットとうほくの活動 

NACS 会長で一橋大学大学院 
法学部教授の山本和彦さん 

 

総会であいさつする吉岡和弘理事長（左）と採決の様子（右） 

●  「2014 年度通常総会」開催報告 

 

6 月 21 日（土）午後 2 時より

フォレスト仙台 5 階 501 会議室

において、「2014 年度通常総会」

が正会員46人（本人出席20人、

委任状による代理出席 2 人、書

面議決書 24 人）、賛助会員 2 人

の参加で開催されました。 

議案は、第 1 号議案：2013 年

度事業報告承認の件、第 2 号議

案：2013 年度決算報告承認の件、

第 3 号議案：2014 年度事業計画

決定の件および第 4 号議案：

2014 年度活動予算決定の件の 4

議案について、小野寺友宏理事

から一括の提案を行いました。

各議案は、満場一致で採択承認

されました。 

2014 年度活動の重点として、

検討委員会組織の確立と申し入

れ活動の開始、広報、会員拡大

等を進めていくこととしました。 

 総会終了後、総会記念企画と

して「申し入れ活動の開始に向

けて」というテーマで、フォー

ラムを開催しました。基調報告

として、鈴木裕美理事より「楽

しく充実した検討委員会活動に

向けて」と題し、検討委員会の

必要性や今後の活動計画につい

て報告がありました。続いて、

適格消費者団体の視察について、

高橋大輔理事より「消費者支援

ネット北海道」、高橋玲子理事よ

り「埼玉消費者被害をなくす会」

に関する報告がありました。消

費生活トラブルの事例報告とし

て、（公社）宮城県宅地建物取引

業協会の河村直人さんから、

「不動産賃貸借契約・約款の問

題点」について過去の事例を取

り上げながら報告がありました。

山形大学人文学部准教授の小笠

原奈菜さんからは「山形におけ

る取組み」と題して、山形県内

で適格消費者団体についての学

習会を実施したことについての

報告がありました。 

 

● 「ＮＡＣＳ 2014 年度東北支部大会  公開セミナー」参加報告 

 

NPO 法人消費者市民ネット

とうほく（以下、ネットとうほ

く）が後援した「NACS2014 年

度東北支部大会公開セミナー」

が、6 月 15 日（日）仙台市市民

活動サポートセンター6 階セミ

ナーホールにおいて開催され、

50 人が参加しました。消費者の

集団的被害救済の新たな手続に

ついて、NACS 会長で一橋大学

大学院法学部教授の山本和彦さ

んが講演を行いました。来賓と

して、ネットとうほくの吉岡和

弘理事長が出席しました。 
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NPO 法人 
消費者市民ネットとうほく 

（事務局 大場菊枝） 

※NACS：（公社）日本消費生活アドバイザー・

コンサルタント協会の略称 

 



ユニセフ（UNICEF：国際連合児童基金）は、世界の子どもたちの命と健康を守るために活動する国連機関です。 2011 年 4 月 1 日より

「公益財団法人日本ユニセフ協会協定地域組織 宮城県ユニセフ協会」と名称が変更になりました。県内唯一の団体としてユニセフの

広報・啓発・募金・学習支援などを活発に展開しております。（設立：1995 年 会員数：一般・学生１９９人 団体４） 

 

 

 

環境のとりくみ 宮城県ユニセフ協会の活動 

 

● 「ユニセフのつどい 2014 in みやぎ～ネパールから東ティモールへ」

6月7日（土）仙台市シルバー

センター交流ホールを会場に開

催し、135人が参加しました。 

世界の各地で起こっているさま

ざまな出来事に関心を持ち、ユ

ニセフへご協力いただけるよう

なイベントを開催してきました。

東日本大震災後は、被災地に焦

点をあてた内容で開催しました。

被災から4年目を迎え、今年は世

界へ目を向けます。 

齋藤昭子宮城県ユニセフ協会

副会長の開会のあいさつで、つ

どいが始まりました。 

はじめに、『ネパール・地域

主体の女性と子どものためのプ

ログラム』(Decentralised Actions 

for Children and Women) 9年間の

支援成果を、みやぎ生協地域代

表理事の千葉博恵さんが2012年

のスタディツアーやユニセフ・

ネパール事務所から届いたビデ

オを交えて報告しました。新た

な指定募金『東ティモールにお

ける新生児と母親のためのコミ

ュニティ保健ケアの改善プロジ

ェクト』について、公益財団法

人日本ユニセフ協会の石尾匠さ

んが、東ティモールの歴史や基

本情報、女性と子どもたちの現

状などを報告しました。 

引き続き、“東ティモール”を舞

台に、大地との絆を描いたドキ

ュメンタリー映画「Canta ! Timor

（歌え！ティモール）監督：広

田奈津子さん」の上映。1999年

までの24年間で人口の3分の1を

失うという、狂気のような殺り

くを受けた東ティモール。消え

ない悲しみを抱きながら、「許

す」という選択をした人々の姿

が、美しい音楽とともに綴られ、

見るものに勇気を与えます。獄

中から東ティモール独立を率い

た初代大統領シャナナ・グスマ

ン氏の貴重なインタビューもあ

りました。 

最後に、沼倉優子みやぎ生協

副理事長から「東ティモールの

お母さんと子どもたちを応援し

ていきましょう」とのあいさつ

で、つどいが終了しました。 

（事務局長 五十嵐栄子） 

 

② 

① 

▲©UNICEF Timor-Leste/2012/Jvas 

写真①東ティモールの国旗 
写真②東ティモールのお母さんと赤ちゃん 
写真③日本ユニセフ協会の石尾匠さん 

写真④参加者のみなさん 
 

参加者からの感想 

◎子どもたちのキラキラ輝く笑顔
が印象的です。「傷つけられて
も傷つけてはいけない」という
東ティモールの人々の人間性に
感動しました。「やられてもや
り返さない」ことが、平和への
道ですね。 

◎東ティモールの人々が「怒って
いない」と心から言っている姿
に、大震災の東北の皆さんの心
と通じるものがあると思いまし
た。 

◎「大地への敬いを忘れた日本・・」
との言葉に大変考えさせられま
した。大地や水、目に見えない
ものを敬う気持ちを忘れずにい
たいと思いました。争いのない
平和な世界になりますように。 
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宮 城 県 

ユニセフ協会 

③ 

④ 



公益財団法人みやぎ･環境とくらし･ネットワーク（Miyagi Environment Life Out-reach Network）ＭＥＬＯＮは、みやぎ生協・JA 宮城中央

会・県漁協・県森連・日専連の県内で活動する協同組合が中心となって設立され、1995 年 12月に財団法人化し、2012 年 2月より公益

財団法人に移行しました。ＭＥＬＯＮは、緑と水と食とを通して地球と地球環境保全の活動を行なっています。会員数は個人６８６、法人

７７団体、任意団体１３団体です。合計７７６です。（6/12 現在） 

環境のとりくみ 公益財団法人 ＭＥＬＯＮの活動 

森の中で楽しく遊ぶ子どもたち 

講演を熱心に聴く参加者 

  

 

 

 

 

 

 

● 子どもたちに大人気！「春の森で遊ぼう in 川崎町貸森林」 

 

5 月 11 日（日）川崎町貸森林

において、「春の森で遊ぼう in 

川崎町貸森林」を開催しました。

毎年春と秋の 2 回行っている

「森で遊ぼう！」講座。今回も

親子総勢 25 人が参加してくれ

ました。 

講師の宮城県地球温暖化防止

活動推進員・エコ森林グループ

のみなさんのご協力で植物観察

をしながら山登りした後、フィ

ールドではっと汁を作ってお昼

ごはんを食べました。 

午後は、竹笛づくりなどのク

ラフト体験や薪割り体験をした

り、ターザンロープや丸太渡り

など遊具で遊んだり、時間ぎり

ぎりまで楽しく過ごしました。 

 今は子どもが自然に触れて自

由に遊ぶ機会が減っているので、

参加した皆さんには貴重なひと

ときだったようです。 

毎回大好評のこの講座ですが、

秋にも開催予定です。MELON

のホームページをチェックして

ください。 

（事務局統括 小林幸司）

 

● ＭＥＬＯＮ環境市民講座 in 気仙沼  

「復興とエネルギーについて考えるシンポジウム」 

 

6月28日（土）午後1時から、

気仙沼地域で住宅を建設予定の

方やリフォームを検討中の方を

対象にした MELON 環境市民

講座「復興とエネルギーについ

て考えるシンポジウム」を、気

仙沼市にあるみやぎ生協メンバ

ー集会室において開催し 65 人

が参加しました。 

森林資源を薪やペレットなど

の熱エネルギーに活用する提案、

地元の工務店に県産材を使用し

た住宅建設を依頼すると雇用の

増加につながり運搬の化石燃料

減少にもなることについて、長

谷川公一さん（MELON 理事長、

東北大学大学院文学研究科教

授）、三浦秀一さん（東北芸術工

科大学デザイン工学部建築・環

境デザイン学科教授）より、お

話しいただきました。 

また、実際に南三陸の地元材

で住宅の再建を進めている後藤

一磨さん（南三陸木の家づくり

互助会会長）や、家の省エネに

詳しい門田陽子さん（ストップ

温暖化センターみやぎ運営委員、

MELON 理事）、地元でペレッ

トストーブを販売している石川

勇人さん（石川電装株式会社代

表取締役）などに、問題点・課

題をお話いただきました。 

参加者からは「地元の資源を

活用したい」「太陽熱温水器は

設置したい」「節約術が勉強に

なった」「家を建てる際の参考

にしたい」との声が聞かれまし

た。 

今後も引き続き、これから建

設される住宅に環境に配慮した

設備が取り入れられるよう、活

動を行っていきたいと思います。 

（事務局 菅田華江）

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 ﾌｫﾚｽﾄ仙台５F  ＴEL 022-276-5118  FAX 022-219-5713   
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MELON 事務局  



行事予定 

 

学習講演 

「日本は戦争をするのか」  

講師 半田 滋 さん 
     東京新聞論説兼編集委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【講師プロフィール】 
1955 年栃木県生まれ。東京新聞論説兼編集委員。1993
年、防衛庁防衛研究所特別課程修了。1992 年より防衛
庁（省）取材を担当。米国、ロシア、韓国、カンボジア、イラ
クなど自衛隊の活動にまつわる海外取材の経験も豊富。
2007 年、東京新聞・中日新聞連載の「新防人考」で第 13
回平和・協同ジャーナリスト基金賞（大賞）を受賞。著書に
『自衛隊 VS 北朝鮮』（新潮新書）、『闘えない軍隊～ 肥
大化する自衛隊の苦悶』（講談社＋α新書）、『「戦地派
遣」 変わる自衛隊』（岩波新書）＝2009 年度日本ジャー
ナリスト会議（ＪＣＪ）賞受賞、『ドキュメント 防衛融解 指針
なき日本の安全保障』（旬報社）などがある。 

 

 

● 日時：2014 年 9 月 18 日(木) 10:00～12：00 

● 場所：東京エレクトロンホール宮城 大ホール  

10:00 開会・来賓あいさつ 
10:25 会員生協からの活動報告          
10:40 学習講演   講師：半田滋さん 
     「日本は戦争をするのか」  
11:45 集会決議 
12:00 アピール行進スタート  

主催：宮城県生活協同組合連合会 

第 35 回消費者のくらしと権利を守る宮城県生協組合員集会 

 

 

 

 

 

主催：消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎ 

学習会「消費者教育が社会を変える！」 

 

「第１２回総会＆記念講演」 ● 日時：2014 年 9 月 29 日(月) 10:30～12：00 
● 場所：フォレスト仙台 2階 第 1・第 2 会議室 

● 定員：80 人 

10:30  主催者あいさつ 
10:35  ①寸劇 

②学習講演  講師：静岡大学 色川卓男 教授 
 「消費者教育が社会を変える 

～消費者・消費者団体の役割～」 
12:00  終了 

  

 
 

共催：NPO 法人消費者市民ネットとうほく 後援：宮城県、仙台市  

 

 

 

 【講師プロフィール】 
 静岡大学教育学部教授（消費生活科学専攻）、早
稲田大学大学院商業研究科博士後期課程満期退
学後、（財）家計経済研究所研究員を経て、現職（専
門 生活経済学、消費者政策論、消費者教育論）、
他に、前消費者教育推進会議委員、現在、静岡市
消費生活審議会会長、静岡市消費者教育推進地域
協議会会長、消費者問題ネットワークしずおか代表 

 

 

【お問合せ】  
消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎ事務局 
住所：仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台 5F 
TEL：022-276-5162 FAX：022-276-5160 

 

2014 年集会テーマ 

一、くらしと家計を圧迫し、復興を妨げる消費税率10％への引き上げ

中止を求めます。 
一、だれもが安心して暮らせる社会保障制度を求めます。 
一、原子力発電所をすべて廃止し、自然エネルギーへの政策転換を

求めます。 
一、原油価格高騰による灯油・物価高への行政の施策強化を求め

ます。 
一、食品の安全性確保と日本の農林水産業を守る対策を求めます。 
一、被災者生活再建支援制度の抜本的拡充を求めます。 
一、核兵器廃絶と憲法を守りくらしに生かすことを求めます。 
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